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神
部
神
社
の
随
身
門

保
存
修
理
事
業
が
終
了

上
萩
原
に
鎮
座
す
る
神
部
神
社
は
、
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）

の
草
創
と
伝
え
ら
れ
、
「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
記
載
さ
れ
る

神
社
、
い
わ
ゆ
る
「
延
喜
式
内
社
」
と
し
て
、
千
年
以
上
の

歴
史
と
由
緒
を
も
つ
神
社
で
す
。
本
殿
と
随
身
門
が
県
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
元
亀
二
年
（
一
五
七

一
）
こ
ろ
の
建
立
と
さ
れ
、
中
世
の
貴
重
な
遺
構
で
す
。

こ
の
た
び
、
四
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
わ
れ
た
随
身
門
の

保
存
修
理
が
終
了
し
、
竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
竣
工

式
は
春
の
例
大
祭
の
前
日
、
三
月
二
十
九
日
に
執
り
行
わ

れ
、
山
梨
県
教
育
庁
学
術
文
化
財
課
の
代
表
、
市
長
、
教
育

長
、
地
元
の
議
員
さ
ん
方
が
出
席
し
、
み
ん
な
で
四
年
間
の

苦
労
と
完
成
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

ご
承
知
の
と
お
り
、
旧

村
の
名
前
で
も
あ
る
神
金

の
地
名
の
由
来
は
、
重
川

左
岸
に
鎮
座
す
る
神
部
神

社
と
、
右
岸
に
鎮
座
す
る

金
井
加
里
神
社
の
一
文
字

ず
つ
を
取
っ
て
村
名
と
し

た
も
の
で
す
。
神
金
地
区

に
は
ゆ
か
り
の
深
い
神
部

神
社
の
随
身
門
修
理
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

神
部
神
社
に
つ
い
て

神
部
神
社
は
先
に
記
し
た
と
お
り
延
喜
式
内
社
と
さ
れ
、
古

い
由
緒
を
も
つ
神
社
で
す
。
江
戸
時
代
末
ま
で
は
「
岩
間
大
明

神
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
社
中
か
ら
温
泉
が
湧
出
し
て

お
り
、
そ
の
た
め
「
湯
山
大
明
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
も
の
が

転
訛
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
に
徳
川
家
康
か
ら
神
領
が
安
堵

さ
れ
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
に
は
徳
川
氏
四
奉
行
よ
り
上

萩
原
村
の
一
石
八
斗
が
寄
進
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
に
は
正
一
位
に
任
ぜ
ら
れ
、

こ
れ
を
機
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
修
理
さ
れ
た
痕
跡
が
、

随
身
門
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

今
な
お
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
温
泉
は
、
地
元
の
方
々
の
水

源
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
神
金
小
学
校
の
プ
ー
ル
に
も
供

給
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
に
は
縄
文
時
代
の
土
器
が

散
布
し
て
お
り
、
五
千
年
以
上
前
か
ら
温
泉
が
使
わ
れ
て
い
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

神
部
神
社
随
身
門

随
身
門
の
創
建
に
つ
い
て
は
、
棟
札
に
よ
り

元
亀
二
年
に
再
興
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い

ま
す
。
三
間
一
戸
八
脚
門
と
い
う
形
式
で
、
金

井
加
里
神
社
の
随
身
門
と
同
じ
で
す
。
門
の
両

側
に
随
身
が
安
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
随
身
門
と

呼
ば
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
寺
院
だ
と
仁
王
像
が

安
置
さ
れ
、
名
称
も
仁
王
門
と
な
り
ま
す
。

た
び
た
び
修
理
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
で
は
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
屋

根
を
鉄
板
に
葺
き
替
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
全

体
の
傷
み
は
著
し
く
、
四
方
か
ら
丸
太
で
支
え

て
い
る
状
況
で
し
た
。

保
存
修
理
の
概
要

随
身
門
は
、
傷
み
が
全
体
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
た
め
全
解

体
と
し
、
さ
ら
に
随
身
門
が
建
っ
て
い
る
基
壇
も
固
め
直
す
こ

と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
調
査
に
よ
り
建
築
当
初
は
茅
葺
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
屋
根
は
茅
葺
型
銅
板
葺
（
旧
高
野
家
住

宅
主
屋
と
同
じ
）
と
し
ま
し
た
。

修
理
期
間
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
四
年
度
ま
で
の

四
ヵ
年
継
続
で
、
解
体
後
は
更
地
の
状
態
が
長
く
続
き
ま
し

た
。
解
体
さ
れ
た
部
材
は
石
川
工
務
所
の
作
業
場
に
保
管
さ

れ
、
そ
こ
で
繕
い
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

傷
み
が
ひ
ど
か
っ
た
土
台
ま
わ
り
も
新
材
に
取
り
替
え
ら

れ
、
し
っ
か
り
と
し
た
姿
に
な
り
ま
し
た
。
修
理
前
と
大
き
く

異
な
る
の
は
屋
根
の
形
状
く
ら
い
で
、
茅
の
厚
み
が
表
現
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ど
っ
し
り
と
し
た
感
じ
が
し
ま
す
。

神
部
神
社
で
は
、
こ
れ
を
機
に
境
内
の
整
備
や
神
輿
の
修
理

に
も
着
手
し
、
神
社
の
風
景
が
一
新
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
神
輿

の
修
理
に
つ
い
て
は
、
新
聞
な
ど
で
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

修理前（上）と修理後（下）の比較。



竣
工
式
の
挙
行

三
月
二
十
九
日
、
関
係
者
、
来
賓
、
神
金
小
学
校

の
児
童
代
表
、
神
金
保
育
園
の
園
児
、
地
元
の
方
々

ら
一
〇
〇
名
ほ
ど
が
集
ま
り
、
竣
工
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
日
原
宮
司
夫
婦
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ

れ
、
神
様
に
工
事
が
無
事
に
完
了
し
た
こ
と
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
竣
工
式
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
来
賓
の

方
々
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
氏
子
総
代
会
の

労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
を
記
念

し
て
、
竣
工
式
終

了
後
に
神
金
・
大

藤
の
両
小
学
校
に

通
う
氏
子
の
児
童

と
、
神
金
保
育
所

の
園
児
に
よ
る
ア

ジ
サ
イ
の
記
念
植

樹
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
宮
城
県
気
仙
沼
市
・
尾
形
家
住
宅
】

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

開
催
予
定

尾
形
家
住
宅
は
気
仙
沼
湾
の
東
岸
の
岬
に
位
置
し
、
二
百

年
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
旧
網
元
の
民
家
で
す
。
地
震
に
よ

り
全
壊
し
、
津
波
で
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
が
、
約
一
〇
〇
ｍ

移
動
し
た
位
置
で
茅
葺
き
屋
根
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
や
民
俗
の
専
門
家
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
っ

て
修
復
保
存
に
向
け
て
茅
葺
き
屋
根
と
小
屋
組
の
解
体
、
瓦

礫
の
中
か
ら
の
部
材
や
民
具
の
救
出
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
再
建
築
と
、
地
域
に
根
差
し
た
文
化
財
と
し
て
の
活

用
を
目
指
す
た
め
結
成
さ
れ
た
保
存
会
と
と
も
に
、
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

救
出
さ
れ
た
部
材
は
現
在
、
甲
州
市
内
に
あ
る
石
川
工
務

所
の
資
材
置
き
場
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
材

を
修
理
す
る
様
子
の
見
学
会
と
、
震
災
に
よ
る
文
化
財
被
害

を
防
ぐ
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
、
七
月
十
四
日
（
日
）
に

旧
高
野
家
住
宅
主
屋
で
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
未
定
で
す
が
、
決
ま
り
次
第
ご
報
告
し
ま
す
。

背面から 左前から左妻側から

市長の祝辞。

保育園児の記念植樹。

震災前の尾形家住宅（上）と、津波で被
害を受けた様子。屋根より下の柱はほぼ
全て折れるなどしています。


